
  

１ 近隣同士がふれあう機会
をつくる 

 

２ 世代やハンデを超えて 
ふれあう機会をつくる 

 

３ 気軽に過ごせる場所を 
つくる 

  

第
二
回 

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
開
催 

第
二
回
若
葉
区
推
進
協
が
、
９
月
９
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回

会
議
で
の
質
問
事
項
（
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
や
業
務
内
容
、
地
区
部

会
の
活
動
）
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
の
後
、
地
域
福
祉
活
動
状
況
の
報

告
、
継
い
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
へ
の
意
見
具
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
推
進
協

の
あ
り
方
や
広
報
紙
に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 
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安達副委員長 花島委員長 奥井副委員長 

 
委
員
長 

花
島
治
彦 

平
成

１６
年
１
月
か
ら
、
４
つ
の
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム 

で
「
身
近
な
生
活
課
題
」
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま 

っ
た
地
域
福
祉
計
画
策
定
の
あ
ゆ
み
が
、
平
成

１８ 

年
３
月
「
若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
～
だ
れ
も
が 

 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る 

し
あ
わ
せ
の
ま
ち 

若
葉 

区
～
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
７７
人
の
フ
ォ 

ー
ラ
ム
委
員
が
生
活
者
の
視
点
に
た
っ
て
「
安
心
、 

安
全
、
し
あ
わ
せ
」
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ 

い
て
考
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
「
い
き
い
き
と 

暮
ら
せ
る
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
」
を
実
感
す

る
た
め
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
の
解
決
と
し
く
み
づ
く
り
を
し
て
い
な
か
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
の
主
な
役
割
は
、
今
ま
で
交

流
の
な
か
っ
た
地
域
の
団
体
や
機
関
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
情
報
を
共
有
し
、
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
。
多
く
の
方
に
地
域
福
祉
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
提
供
で
す
。
副
委
員
長
の
安
達
委
員
、
奥
井
委
員
は
じ

め
、
各
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
議
は
傍
聴
も
で

き
ま
す
。
計
画
推
進
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
実
践
活
動
や
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
下

さ
い
。 ※

次
回
推
進
協
は
10
月
28
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

仕組み１ 
 

だれもが顔見知り、 
交流とふれあいの 

仕組みをつくりましょ
う 

仕組み２ 
 

あなたもわたしも地
域の一員、身近な支
えあいの仕組みを 
つくりましょう 

４ 身近なところから
支えあいの機運を
高める 

 

5  支えあうシステム 
をつくる  

－あなたとわたしでつくる 
支えあう地域福祉の実現を目指して－ 

仕組み３ 
 

備えあれば憂いなし、 
安全と見守りの仕組み
をつくりましょう 

    ６ 防犯・防災意識を高め実践する 
 
 

      ７ 要支援者を見守る 
 

 

８ 緊急時の支援システム 
をつくる 

 

９ 障害者を支援する環境を 
整える 

 
 

          1 0  バリアフリーをすすめる 
 

1 1  交通問題を改善する 

仕組み４ 
 

必要な情報が行き渡り、 
気軽に相談しあえる 

仕組みをつくりましょう 

仕組み５ 
 

世代を超えて、ともに学
びあい参加できる仕組
みをつくりましょう 

 

1 2  身近に情報が得られ 
相談できる 

1 3  家庭や地域で福祉の心を育む 

1 4  人材を発掘し活用する 

1 5  福祉を学び実践する 

若葉区地域福祉計画の体系図です。 
基本目標を実現するための基本方針を“５つの仕組み”とよび、
１５の施策の方向性が示されています。次号以降では、さらに
具体的な取り組みとして“２９の提案”の内容を、仕組み１から 
順に紹介していきます。 

基本目標 

 

だれもが いきいきと暮らせる 
しあわせのまち 若葉区 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

今
回
の
議
題
の
一
つ
、
地
域
福
祉 

活
動
状
況
の
報
告
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
連
絡
協
議
会(
略
称:

Ｖ
連
協)

の
紹 

介
が
あ
り
ま
し
た
。 

Ｖ
連
協
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
同 

士
の
連
携
を
目
的
と
し
た
組
織
で
す
。 

主
な
活
動
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ 

ろ
ば
で
の
活
動
発
表
、
グ
ル
ー
プ
対
象 

の
研
修
会
の
開
催
、
広
報
紙
の
発
行 

な
ど
で
、
千
葉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ 

ー
を
事
務
局
と
し
、
企
画
・
運
営
は
加 

盟
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

施
設
等
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
に
は 

加
盟
グ
ル
ー
プ
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
情
報
や
、
グ
ル
ー
プ
に
所 

属
し
て
活
動
を
し
た
い
方
、
お
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

や
区
社
協
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

依
頼
の
相
談
や
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
若
葉
区
事 

務
所
の
あ
る
若
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
四
階(

℡

233-

8181)

に
は 

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
資
料
の
閲
覧
が
で
き 

ま
す
の
で
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―第１回助成事業が決定しました！－ 

№ 地区部会名 事業名 内容・若葉区地域福祉計画との関連 

１ 
御成台、千城台
西・北地区部会 

地域ふれあい 
ポスターコンクー
ル 

小中学生を対象に開催し、地域福祉推進の取り組みについて考える機会を
もつ。優秀作品は表彰・掲示し、地域住民への啓発を図る。 
【仕組み５ 施策の方向性１３ 提案(26)福祉のこころを育む活動の推進】 

２ 都賀地区部会 
地域の防災力を 
高める研修事業 

地域の防災意識を高めるため、住民を対象に啓発的な講演会を行う。 
【仕組み３ 施策の方向性６ 提案(12)防犯・防災意識の啓発活動】 

３ 若松地区部会 
地域・親子 
ふれあい活動事業 

児童の遊び場に親や地域住民が参加し、様々な人との交流を通じて児童の
健全育成を目指す。また大人同士の交流も図る。 
【仕組み１ 施策の方向性１ 提案(２)子どもたちを見守り育てる活動の実施】 

４ 
千城台東南・ 
金親地区部会 

認知症予防講演会 
地域住民を対象に認知症予防についての意識を高めるための講演会を行う。 
【仕組み２ 施策の方向性５ 提案(11)地域でできる介護予防】 

 

若葉区推進協では、情報の発
信を目的として地域福祉計画
の実践事例やイベント情報を
募集しています。みなさんの地
区での取り組みついて、ぜひ情
報をお寄せください。 
推進協だよりに掲載させて

いただくこともあります。 
事務局へお気軽にご連絡 
ください。 

自助と共助の 
関係について 
よく理解できたよ 

地域で実践し
ていきたいわ 出前講座の活用を！ 

 

第１号で取り上げた出前講座について、若葉区内での状況を調
査したところ、９月２２日時点での申請件数は１８件、そのうち
１４件が保健福祉関係のテーマでした。 

１位「みんなで支えあう介護保険」(市・区合わせて)･･･４件 
２位「共に支え合い助け合うまちづくりの取り組み」･･･３件 
以下、それぞれ１件ずつ 

という結果で、地域福祉計画に対しての関心の高さがうかがえま
す。その他高齢者に関するテーマはもちろんのこと、「Enjoy!子
育て」「自主防災組織の結成」「ごみの減量･資源化について」な
ど、全国的にも注目されている問題について、住民の方々の意識
が高まってきているようです。 

各地区で実施されている地域福祉計画に関する講座では、活発
な質疑が交わされているとのこと。まだまだ来年 2月末まで受付
を行っておりますので、ぜひご活用ください。 

（申し込み先：若葉区地域振興課 ℡043-233-8123） 

退職後に障害者向けのバドミントン、テ
ニス、書道の講座と出会い、友人に誘わ
れて障害者のスポーツ活動を支援する団
体に所属。その後スポーツ指導員の資格
をとり、現在も活動を続けています。経験
上、お役所の業務はタテのラインで、自
分から求めていかなければ必要な情報
が得にくいように感じます。 

これからはタテ・ヨコのラインのみでな
く網の目のように情報網を作っていくこと
が必要。例えば、自治会等が行うイベント
でＶ連協の加盟グループを活用できた
り、障害者や高齢者が外に出るためのサ
ポートについて、行政や各団体に関心を
持ってもらうなど、推進協を通じて様々 な
組織と住民との橋渡しができるようにな
ればと思います。 

委員より 


